視聴覚障害者向け放送普及行政の指針見直し(案)の改正箇所

１　字幕放送

改正箇所１

（現行）

ＮＨＫ

目標：2017年度までに対象の放送番組の全てに字幕付与

（改正案）

ＮＨＫ

目標：2017年度までに対象の放送番組の全てに字幕付与。大規模災害等緊急時放送については、できる限り全てに字幕付与。災害発生後速やかな対応ができるように、できる限り早期に、全ての定時ニュースに字幕付与。

改正箇所２

（現行）

放送大学学園
目標：聴覚障害者等のニーズの実態を踏まえ、できる限り多く字幕付与
（改正案）

放送大学学園
目標：聴覚障害者等のニーズの実態を踏まえ、できる限り多くの放送番組に字幕付与
改正箇所３

（現行）

地上系民放・放送衛星による放送(NHKの放送を除く)
目標：2017年度までに対象の放送番組の全てに字幕付与
（改正案）

地上系民放・放送衛星による放送(NHKの放送を除く)
目標：2017年度までに対象の放送番組の全てに字幕付与。大規模災害等緊急時放送については、できる限り全てに字幕付与。

改正箇所４

（現行）

通信衛星による放送・有線ﾃﾚﾋﾞｼﾞｮﾝ放送・電気通信役務利用放送
（改正案）

通信衛星による放送・有線ﾃﾚﾋﾞｼﾞｮﾝ放送
２　解説放送

改正箇所１

（現行）

普及目標の対象番組：権利処理上の理由等により解説を付すことができない放送番組を除く全ての放送番組
（改正案）

普及目標の対象番組：権利処理上の理由等により解説を付すことができない放送番組を除く全ての放送番組（注3）
注３「権利処理上の理由等により解説を付すことができない放送番組」とは次に掲げる放送番組

(a)権利処理上の理由により解説を付すことができない放送番組

(b)２か国語放送や副音声など２以上の音声を使用している放送番組

(c)５.1ｃｈサラウンド放送番組

(d)主音声に付与する隙間のない放送番組
改正箇所２
（現行）

放送大学学園
目標：視覚障害者等のニーズの実態を踏まえ、できる限り多く解説付与
（改正案）

放送大学学園
目標：視覚障害者等のニーズの実態を踏まえ、できる限り多くの放送番組に解説付与
改正箇所３

（現行）

通信衛星による放送・有線ﾃﾚﾋﾞｼﾞｮﾝ放送・電気通信役務利用放送
（改正案）

通信衛星による放送・有線ﾃﾚﾋﾞｼﾞｮﾝ放送
３　手話放送

改正箇所１

（現行）

（目標無し）

（改正案）

ＮＨＫにおいては、手話放送の実施時間をできる限り増加させる。放送大学学園、地上系民放、放送衛星による放送（ＮＨＫの放送を除く）、通信衛星による放送及び有線テレビジョン放送においては、手話放送の実施・充実に向けて、できる限りの取り組みを行う。

４　その他

改正箇所１
（現行）

※視聴覚障害者向け放送普及行政の指針策定後は、技術動向等を踏まえて、5年後を目途に見直しを行う。
（改正案）
（削除）

以上
